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今
日
か
ら
一
年
生

「
は
い
」
「
は
い
」

と
元
気
な
返
事

四
月
八
日
、
県
下
の
ほ
と
ん
ど
の
小

学
校
で
入
学
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

水
巻
町
で
は
、
五
小
学
校
四
百
十
九

名
の
か
わ
い
い
新
一
年
生
が
誕
生
し
ま

し
た
。
こ
の
内
、
三
百
八
十
四
名
が
幼

稚
園
、
保
育
園
に
通
っ
て
い
て
集
団
生

活
に
は
あ
る
程
度
慣
れ
て
い
る
も
の
の

や
は
り
一
年
生
に
な
っ
た
自
覚
が
あ
る

の
で
し
ょ
う
？
　
緊
張
し
た
様
子
が
う

か
が
え
ま
し
た
。

こ
こ
猪
熊
小
学
校
一
年
三
組
で
は
、

先
生
の
い
ろ
い
ろ
な
質
問
に
元
気
い
っ

ぱ
い
に
「
は
い
」
と
答
え
る
児
童
、
後

を
み
て
母
親
を
確
認
し
て
い
る
児
童
、

じ
っ
と
下
を
み
て
い
る
児
童
、
と
今
も

昔
も
変
ら
ぬ
入
学
式
風
景
で
し
た
。

新
一
年
生
み
な
さ
ん
、
車
に
は
十
分

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
ね
。

壷紹㌍昨年比
人　口　25，425（＋528）

男12，316（＋273）

女13，109（＋　255）

世帯数　7，635（＋209）

町の面積10．82ｋｍｌ
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学
資
の
こ
ま
っ
て
い
る
か
た

就
（
修
）
学
資
金
の
貸
付
制
度
を

経
済
的
な
理
由
で
町
内
の
小
・
中
学

校
に
、
就
学
さ
せ
る
こ
と
が
困
難
な
家

庭
に
は
、
義
務
教
育
に
必
要
な
就
学
費

用
を
援
助
し
て
い
ま
す
。
援
助
を
希
望

さ
れ
る
か
た
は
、
関
係
書
類
が
教
育
委

員
会
及
び
、
学
校
に
あ
り
ま
す
の
で
申

込
み
く
だ
さ
い
。

◎
経
済
的
に
困
る
家
庭
と
は

生
活
保
護
費
の
五
割
増
以
内
の
収
入

し
か
な
い
家
庭
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

例
え
ば
、
①
父
4
3
歳
、
母
4
0
歳
、
長

男
中
学
二
年
、
長
女
小
学
六
年
、
次
男

小
学
三
年
の
家
庭
で
年
収
入
が
、
2
6

8
万
5
千
円
（
月
収
2
2
万
3
千
円
）

②
母
子
家
庭
の
場
合
　
母
4
1
歳
、
良
女

中
学
一
年
、
長
男
小
学
五
年
の
家
庭
で

年
収
が
、
2
0
4
万
6
千
円
（
月
収
1

7
万
円
）
程
度
で
す
。
（
5
3
年
3
月
未
現
在
一

◎
就
学
援
助
の
範
囲
（
5
3
年
度
）

▼
学
用
品
費
（
年
額
）

小

学

校

　

　

8

8

8

0

円

中

学

校

　

1

6

2

3

0

円

▼
給
食
費
（
月
額
）

小

学

校

　

　

2

3

0

0

円

中

学

校

　

　

　

6

0

0

円

▼
修
学
旅
行
費
　
実
費

▼
医
療
費

学
校
で
指
定
し
た
病
気
の
み

▼
準
教
科
書
費
（
年
額
）

小

学

校

　

　

2

5

0

0

円

中

学

校

　

　

3

5

0

0

円

就
学
援
助
は
5
3
年
5
月
1
日
か
ら
、

申
込
は
随
時
受
付
け

詳
し
い
こ
と
は
教
育
委
員
会
に
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

町
杜
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
学
資
に

周
っ
て
い
る
か
た
に
修
学
資
金
の
貸
付

け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
昭
和
五
十
三
年
度
に
高
等
学

校
、
高
等
専
門
学
校
、
公
私
立
短
期
大

学
、
公
私
立
大
学
に
進
学
を
予
定
き
れ

て
い
る
か
た
、
ま
た
は
現
在
在
学
中
で

学
資
に
関
っ
て
い
る
か
た
が
利
用
で
き

る
貸
付
制
度
で
す
。

た
だ
し
、
他
の
奨
学
資
金
を
借
り
て

い
る
か
た
は
二
重
に
借
り
ら
れ
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
貸
付
対
象
者
　
低
所
得
世
帯
（
生
活

保
護
基
準
の
5
割
増
以
内
の
か
た
）

母
子
世
帯
に
属
す
る
者
の
就
学
者
に
対

し
貸
付
け
ま
す
。

▼
修
学
資
金
の
種
類

修
学
支
度
脅
、
修
学
蟄
（
ど
ち
ら
も

無
利
子
で
す
）

▼
世
帯
更
生
資
金
貸
付
け
の
申
込
み
は

4
月
末
日
ま
で
に
町
社
会
福
祉
協
議
会

に
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
洋
裁
学
校
、

看
護
学
院
等

は
技
能
習
得

費
の
貸
付
制

度
が
あ
り
ま

す
。
　
（
た
だ

し
利
子
は
若

干
必
要
と
し

ま
す
）不

明
な
点

は
社
会
福
祉

協
議
会
（
℡

（単位：円）

修

学

資

金

所

得

基

準

は

生 身

保 障

の 者

1 ．5の

倍 増

以 合

内 2 ．5

倍

以

修

学

費

高

校

国 公 立
1 ・ 2 年 月　　 5 ．0 0 0

3 年 ク　　 3 ．0 0 0

私　 立

1 年 ケ　　 7 ．0 0 0

2 年 ケ　　 6 ．0 0 0

3 年 ケ　 ．4 ．0 ｌＸ 〉

高

専

国 公 立

1 ・ 2 年 ケ　　 5 ．5 0 0

3 年 ｅ　　 3 ．5 0 0

4 ・ 5 年 〃　　 6 ．0 0 0

私　 立

1 年 ク　　 8 ．0 0 0

2 年 ク　　 7 ．0 0 0

3 年 ケ　　 5 ．0 0 0

4 ・ 5 年 〃　　 8 ．0 0 0

炬

火

皿 公 立 1 ・ 2 年 〃　 1 1 ．0 0 0

私　 立
1 年 〃　 1 3 ，0 0 0

2 年 ケ　 1 1 ．5 0 0

大

脇

図 公 立
1 ・ ・2 年 ケ　 1 1 ．0 0 0

3 ・ 4 年 〃　　 6 ．0 0 0

私　 立

1 年 ケ　 1 4 ，0 0 0

2 年 〃　 1 2 ，0 0 0

3 年 〃　 1 1 ．0 0 0

4 年 〃　　 9 ．（Ｘ ）0

高 校 ・ 高 櫓
自　 宅 通 学　 2 5 ．0 0 0

内 自 宅 外 通 学　 3 3 ．0 0 0

大 半 ・ 規 大
自　 宅 通 学　 3 3 ．α 二〉0

自 宅 外 通 学　 5 0 ，0 0 0

6

0

1

・

4

3

2

1

）

　

に

お

た

ず

ね

く

だ
さ
い
。タ

バ
コ
は

町
内
で
お
求
め
を

二
〇
本
人
タ
バ
コ
一
箱
で

二
四
円
が
町
の
収
入
に

今
月
（
5
月
1
日
）
　
の
納
期

国
定
資
産
税
…
・
…
・
1
期
分

軽
自
動
車
税
…
…
…
定
期
分

机
山
荘
「
老
人
い
こ
い

の
家
」
再
館

地
す
べ
り
防
止
工
事
の
た
め
、
休
館

し
て
い
ま
し
た
「
老
人
い
こ
い
の
家
」

は
四
月
十
八
日
か
ら
再
館
い
た
し
て
お

り
ま
す
。

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
は
四
月
十
日
号
で
お

知
ら
せ
し
ま
し
た
と
お
り
運
行
し
て
お

り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

町
民
会
館
の
休
館
日

振

　

替

用
紙
は
郵
便
局
及
び
遠
賀
福
祉
事
務
　
▼
申
し
出
期
日

身障者のかたへ

重
度
障
害
者
に

郵
便
は
が
き
を
さ
し
あ
げ
ま
す

所
身
障
係
に
あ
り
ま
す
。

4

月

ｌ

ｎ

口

～

5

月

7

日

郵
政
省
で
は
、
身
体
障

害
福
祉
強
調
運
動
に
ち
な

ん
で
、
郵
便
ハ
ゲ
キ
を
四

月
二
十
日
に
発
行
、
そ
の

一
部
を
重
度
の
身
体
障
害

者
の
か
た
の
申
し
出
に
よ

り
逓
信
記
念
に
際
し
、
一

人
に
つ
き
二
十
枚
を
配
布

し
ま
す
。

▼
対
象
、
重
度
の
身
体
障
害
者
（
一
級

ま
た
は
二
級
）
で
5
3
年
4
月
1
日
現

在
満
6
歳
以
上
の
か
た

▼
申
し
出
方
法

希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
住
所
ま
た
は

居
住
の
近
く
の
郵
便
局
に
身
障
者
手
帳

を
提
示
し
、
所
定
の
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
し
て
申
し
出
て
く
だ
さ
い
（
代

理
人
で
も
よ
い
）

、
　
へ
．
、

．
．
．
－
ｔ
 
ｈ

身
障
者
の
運
転
免
許
希
望
者
に

取

得

費

県
で
は
、
今
年
も
身
体
障
害
者
の
社

会
復
帰
を
促
進
す
る
た
め
自
動
車
運
転

免
許
二
種
普
通
免
許
）
　
の
取
得
に
か

か
る
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
方
は
、
町
杜
全
課
民

生
係
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。

用
を
　
助
成

▼
対
象
者

身
体
障
害
者
手
帳
を
所
持
し
て
い
る

滴
1
8
歳
以
上
の
者
で
、
障
害
が
肢
体
不

自
由
者
、
ろ
う
あ
者
及
び
内
部
障
害
者

（
心
腹
機
能
障
書
を
除
く
）

▼
受
付
期
間
　
4
月
2
5
日
～
5
月
5
日

レ
．
ｔ
・

町
民
会
館
は
祭
日
と
第
三
日
曜
日
は

休
館
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。
5
月
2
1
日

（
日
曜
）
は
〝
さ
つ
き
展
〟
で
会
館
し

ま
す
の
で
6
月
4
日
（
日
曜
）
を
振
替

休
館
日
と
い
た
し
ま
す
。

婦
人
の
体
力
づ
く
り
と

美
容
に
3
Ｂ
体
操
を

○
練
習
日
　
毎
週
水
曜
日

9
時
3
0
分
～
1
2
時

○
会
場
　
役
場
横
体
育
セ
ン
タ
ー

希
望
者
は
直
接
会
場
へ



睦…冊胴腑

入
院
時
の
ベ
ッ
ド
差
額
料
・
付
添
料

な
ど
患
者
の
保
険
外
負
担
に
つ
い
て

遠
賀
中
間
地
区

老
人
大
学
生
募
集
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昭
和
五
十
三
年
二
月
一
日
の
医
痺
費

改
定
を
機
会
に
福
岡
県
で
は
病
院
や
診

療
所
の
協
力
を
得
て
、
入
院
時
に
患
者

が
負
担
し
て
い
る
ベ
ッ
ド
の
差
額
料
や

付
添
料
な
ど
い
わ
ゆ
る
保
険
外
の
費
用

を
で
き
る
だ
け
軽
く
す
る
よ
う
話
し
合

い
ま
し
た
。

入
院
さ
れ
る
と
き
は
事
前
に
病
院
や

診
療
所
と
十
分
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
話
し
合
い
の
内
容

○
ベ
ッ
ド
の
差
額
料
が
徴
収
さ
れ
る
病

室
に
入
院
す
る
の
は
、
患
者
の
希
望

に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

○
ベ
ッ
ド
の
差
額
料
は
三
人
部
屋
以
上

の
病
室
に
つ
い
て
は
原
則
と
し
て
徴

収
し
な
い
。

○
病
院
や
診
療
所
で
設
け
る
差
額
ベ
ッ

ド
の
数
は
全
ベ
ッ
ド
数
の
お
お
む
ね

2
0
％
（
国
立
病
院
1
0
％
以
内
）
と
す

る
。

○
基
準
看
護
承
認
病
院
で
は
有
料
の
付

添
を
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

○
入
院
中
治
療
に
関
係
の
な
い
日
常
私

的
生
活
上
の
こ
と
で
病
院
や
診
療
所

の
も
の
を
使
用
し
た
場
合
は
実
費
を

徴
収
す
る
。

県
教
育
委
員
会
で
は
、
高
齢
者
の
生

き
が
い
を
つ
く
る
た
め
老
人
大
学
を
開

設
し
ま
す
の
で
多
数
の
参
加
を

▼
募
集
定
月
　
1
0
0
名

▼
対
象
者
　
6
0
歳
以
上
の
男
女

▼
会
　
場
　
中
間
市
中
央
公
民
館

（
中
間
駅
か
ら
徒
歩
で
3
分
）

▼
学
習
期
間
　
5
月
中
旬
～
1
1
月
中
旬

毎
週
木
曜
日
　
四
時
間

午
前
中
教
養
コ
ー
ス

午
後
選
択
コ
ー
ス
　
各
二
時
間

▼
学
習
方
法

講
義
、
話
し
合
い
、
映
画
、
実
験
、

実
習
、
見
学
、
調
査
等

▼
学
習
内
容

①
教
養
コ
ー
ス
　
老
人
の
健
康
管
理

老
人
と
生
活
、
郷
土
の
歴
史
、
政
治

経
済
、
時
事
問
題
な
ど

②
選
択
コ
ー
え
一
厘
芸
、
書
道
、
俳
句

▼
申
込
み
期
限
　
5
月
7
日
ま
で

▼
申
し
込
み
方
法

受
講
料
は
無
料
で
す
。

申
し
込
み
用
紙
（
教
育
委
員
会
に
あ

り
）
に
該
当
事
項
を
記
載
の
う
え
町

教
育
委
員
会
に
提
出

≡
1
・
－
ら
生
．
1
け
茸
．
．
1
㌦
生
ｉ
ｌ
≠
』
．
1
㌔
聖
．
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≠
生
．
疋
ｒ
告
1
～
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．
1
・
－
－
生
と
1
～
し
こ
ぎ
ー
1
．
－
－
一
隻
Ｔ
．
－
ト
ｌ
生
ｉ
－
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ｑ
も
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．
．
’
≠
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㌔
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≡
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己
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’
故
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ｑ
ｒ
”
Ｌ
ｌ
Ｔ
と
ｌ
ｔ
’
．
－
－
生
．
苛
ル
ー
ュ
Ｗ
卦
ｈ
ｌ
ｔ
’
ｈ
ｈ
＿
’
≠
Ｌ
ｇ
つ
生
し
弓
≠
隻
’
㌔
ｈ
＿
ｕ
Ｈ
止
．
1
つ
≠
Ｌ
Ｔ
’
≠
ル
．
．
ｑ
ｌ
ｌ
…
‥
ル
ー
．
’
≠
Ｌ
2
’
と
ま
れ
Ｊ
ル
ー
三
才
ル
．
．
耳
ル
ｌ
ｔ
ｍ
瑞
Ｌ
ま
Ｆ
ｈ
止
．
弓
≠
皇
軍
－
．
1
Ｔ
≠
蟄
ｌ
’
ｒ
ｌ
ｌ
Ｉ
一
．
’
与
皇
Ｔ
≠
生
ｉ
つ
り
－
・
生
．
7
㌦
生

5月12日

町民会館

（3）

＋
時
　
所

日
　
場

血
液
は
生

命
と
健
康
を

守
る
大
切
な

も
の
で
す
。

代
用
品
も
な

く
、
人
工
的

に
も
造
れ
な

い
血
液
は
い

つ
自
分
自
身

を
は
じ
め
家

族
や
知
人
に

必
要
と
な
る

こ
と
が
起
き

る
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
水
巻
町
で
は
献
血
に
住
民

の
皆
さ
ん
の
深
い
理
解
と
温
い
協
力
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
五
百

三
十
九
人
参
加
さ
れ
四
百
六
十
九
人
の

か
た
が
献
血
さ
れ
、
町
内
の
多
く
の
尊

い
生
命
が
守
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
外
科
医
術
の
進
歩
に
と
も
な
い
血

液
の
需
要
は
増
す
ば
か
り
で
す
。
こ
の

た
め
町
内
の
皆
さ
ん
の
献
血
運
動
へ
の

積
極
的
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

あ
な
た
の
健
康
増
進
に
も
役
立
ち
ま

す
。

◎
一
回
の
献
血
量
は
牛
乳
ビ
ン
一
本
分

（
2
0
0
融
）
　
で
す
。

◎
私
た
ち
の
体
の
血
液
の
量
は
体
重
5
0

ｋ
ｇ
の
成
人
男
子
で
、
約
3
9
0
0
融
、

女
子
3
1
0
0
融
で
す
。
従
っ
て
一
回

の
献
血
量
は
全
血
液
の
2
0
分
の
1
で
あ

る
た
め
献
血
に
よ
る
身
体
へ
の
影
響
は

全
く
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
体
内
で
は
、
常
時
古
い
血
が
こ
わ
さ

れ
、
新
し
い
血
液
が
造
ら
れ
て
い
ま
す
。

献
血
は
こ
の
働
き
に
刺
激
を
与
え
、
ホ

ル
モ
ン
の
分
泌
を
増
す
効
果
を
生
み
ま

す
。
こ
の
た
め
健
康
人
で
あ
れ
ば
献
血

は
健
康
増
進
に
も
役
立
つ
と
い
え
ま
し

ょ
、
つ
0

献
血
は
誰
に
も
で
き
ま
す
。
た
だ
し

次
の
か
た
は
遠
慮
願
い
ま
す
。

0
1
6
歳
未
満
の
人
と
6
5
歳
以
上
の
人

○
体
重
、
男
子
4
5
ｋ
ｇ
、
女
子
4
0
ｋ
ｇ
以
下

の
人

○
過
去
一
カ
月
以
内
に
献
血
し
た
人

○
血
液
の
比
重
か
1
・
0
5
2
未
満
の
人

○
循
環
器
系
統
な
ど
の
病
気
に
か
か
っ

て
い
る
人

○
熱
が
あ
る
な
ど
、
薬
を
飲
ん
で
健
康

不
良
と
認
め
ら
れ
る
人

献
血
し
た
方
に
は
献
血
手
帳
が
交
付

さ
れ
、
血
液
が
必
要
な
と
き
は
本
人
は

も
と
よ
り
、
家
族
や
知
人
な
ど
も
優
先

し
て
輸
血
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
医

療
機
関
で
輸
血
を
受
け
た
人
に
は
、
支

払
っ
た
輸
血
の
代
金
相
当
が
請
求
す
れ

ば
国
か
ら
支
払
わ
れ
ま
す
。

献
血
に
つ
い
′
て
の
問
い
合
せ
は
町
社

会
福
祉
協
議
会
　
（
℡
6
0
1
・
4
3

2

1

）

ま

で

五月の心配ごと

法律人権相談

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
か
た
く
守
り

ま
す
。
お
気
軽
に
相
談
を

▼
日
時

5

月

8

日

　

1

3

時

～

1

6

時

5

月

1

6

日

　

1

0

時

～

1

5

時

5

月

2

5

日

　

1

3

時

～

1

6

時

▼
場
所
　
町
民
会
館
日
本
間

な
お
、
5
月
1
6
日
は
新
憲
法
記
念
行

事
と
し
て
法
律
相
談
も
行
い
ま
す
。

◎
相
談
員
　
小
倉
法
務
局
担
当
職
員

遠
賀
福
祉
事
務
所
職
員

○
相
談
内
容

交
通
事
故
相
談
、
農
地
、
借
地
借
家

金
銭
貸
借
、
戸
籍
、
登
記
、
扶
養
問
題

人
権
名
誉
侵
害
、
離
婚
、
生
活
、
婦
人

児
童
福
祉
　
老
人
福
祉
　
家
庭
内
の
心

配
ご
と
な
ど
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生
き
る
権
利
を
奪
う

人
間
の
尊
厳

私
た
ち
は
、
だ
れ
も
が
人
間
ら
し
く

生
き
た
い
と
い
う
願
い
を
も
っ
て
い
ま

す
。
自
分
が
幸
せ
に
生
き
る
権
利
を
、

だ
れ
か
ら
も
奪
い
と
ら
れ
た
り
、
傷
つ

け
ら
れ
た
り
、
辱
し
め
を
つ
け
た
り
し

な
い
で
、
平
等
に
自
由
に
堂
々
と
生
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

も
と
も
と
人
間
は
生
ま
れ
た
と
き
か

ら
人
間
と
し
て
尊
敬
さ
れ
、
尊
重
さ
れ

る
べ
き
で
、
同
情
や
哀
れ
み
で
い
た
わ

る
べ
き
で
な
い
「
人
間
の
尊
厳
」
と
い

う
も
の
を
だ
れ
も
か
も
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
「
す
べ
て
の
国
民
に
侵

す
こ
と
の
で
き
な
い
永
久
の
権
利
」
と

し
て
の
基
本
的
人
権
を
日
本
国
憲
法
も

保
障
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
現
実
に
は
基
本
的
人
権
が
す

べ
て
国
民
に
ひ
と
し
く
保
障
さ
れ
て

な
い
事
実
が
あ
り
ま
す
。
な
か
で
も
被

差
別
部
落
の
人
た
ち
に
対
す
る
基
本
的

人
権
の
侵
害
が
象
徴
的
で
、
部
落
差
別

が
い
ま
な
お
残
存
し
て
い
る
こ
と
は
、

憲
法
が
絵
に
書
い
た
餅
で
し
か
な
く
、

人
間
の
存
在
を
も
否
定
す
る
冒
と
く
で

あ
り
ま
す
。

部
落
差
別
が
い
ま
な
お

あ
る
と
い
っ
て
も
、
な
か

に
は
　
「
い
ま
の
民
主
社
会

の
中
で
そ
ん
な
こ
と
が
？
」

と
か
「
私
は
差
別
し
た
こ

と
か
な
い
」
　
「
遠
い
昔
の

こ
と
で
差
別
は
も
フ
な
い
」

と
云
わ
れ
る
人
も
あ
り
ま

す
。
本
町
の
部
落
問
題
意

識
調
査
で
も
「
部
落
差
別

は
な
い
」
と
答
え
た
人
が

2
5
％
、
「
よ
く
わ
か
ら
な
い
」

と
答
え
た
人
も
含
め
る
と

5
6
％
あ
り
ま
す
。

本
当
に
そ
う
で
し
ょ
う
か
。

部
　
落

今
国
会
の
衆
院
予
算
委
貝
会
（
5
3
年

2
月
6
日
）
で
、
被
差
別
地
区
所
在
地

な
ど
を
記
載
し
た
「
部
落
地
名
総
鑑
」

が
市
販
さ
れ
、
部
落
差
別
を
商
い
に
利

用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、
法
務

大
臣
は
「
人
権
に
関
す
る
重
要
な
問
題

だ
。
法
的
規
制
を
検
討
し
て
い
る
Ｐ
と

答
弁
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
差
別
図

書
が
売
ら
れ
購
入
し
た
企
業
や
興
信
所

が
百
五
十
杜
以
上
も
あ
る
と
い
う
社
会

的
背
景
と
そ
の
意
図
を
、
あ
な
た
は
ど

う
考
え
ま
す
か
？

現
在
の
社
会
の
中
に
社
会
意
識
と
し
て

被
差
別
部
落
の
人
た
ち
の
採
用
を
さ
け

た
り
、
幹
部
に
登
用
し
た
く
な
い
と
い

う
差
別
体
質
が
、
差
別
図
書
を
つ
く
ら

せ
商
い
を
成
り
立
た
せ
て
い
る
と
思
い

地
　
名
　
総
　
鑑

ま
せ
ん
か
。
最
初
に
こ
の
差
別
図
書
を

作
っ
て
商
売
を
し
た
者
は
そ
の
発
行
の

意
図
に
つ
い
て
「
興
信
所
に
勤
務
し
て

い
た
と
き
調
査
依
頼
の
う
ち
特
に
多
い

の
が
、
結
婚
や
就
職
の
問
題
で
し
た
。

そ
れ
も
被
差
別
部
落
に
か
か
わ
る
も
の

で
あ
っ
た
の
で
、
戸
籍
閲
覧
が
き
び
し

く
な
っ
た
現
在
、
全
図
の
部
落
地
名
リ

ス
ト
一
覧
を
つ
く
っ
た
ら
商
売
に
な
る

と
思
っ
た
了
と
云
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

言
葉
の
中
に
は
結
婚
や
就
職
に
対
す
る

部
落
差
別
の
社
会
意
識
と
必
然
性
を
象

徴
し
て
い
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

部
落
差
別
の
た
め
に
友
人
や
許
婚
者

を
失
い
、
就
職
の
門
も
閉
ざ
さ
れ
て
、

自
ら
の
命
を
絶
っ
た
悲
し
い
事
実
は
、

い
ま
な
お
多
く
お
こ
っ
て
お
り
ま
す
。

ふ
る
さ
と
を

名
の
り
た
い

ノー～撚ｌ一一ｌゼｌｌ｛ｌ′一‘ま一ｌ■ｌｌ一ｌｌｌｌｌ一ｌｌｌ一－－‥‥神－－鞄

玄関にて

広
島
の
丸
岡
忠
雄
さ
ん
は
「
ふ
る
さ

と
」
と
い
う
次
の
詩
を
つ
く
っ
て
い
ま

す
。ふ

　
る
　
さ
　
と

！
小
る
さ
と
を
か
く
す
″
こ
と
を

父
は
け
も
の
の
よ
う
な
鋭
さ
で
覚
え

たふ
る
さ
と
を
あ
ば
か
れ

ふ
た
た
び
か
え
ら
ぬ
友
が
い
た

わ
が
子
よ
　
お
前
に
は

胸
は
っ
て
　
ふ
る
さ
と
を
名
の
ら

せ
た
い

性
を
あ
げ
　
何
の
た
め
ら
い
も
な
く

〝
こ
れ
が
私
の
ふ
る
さ
と
で
す
″

と
名
の
ら
せ
た
い

な
ぜ
被
差
別
部
落
の
人
が
こ
う
し
た

詩
を
つ
く
り
、
被
差
別
部
落
の
人
に
こ

う
し
た
詩
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

じ
っ
く
り
と
詩
を
味
わ
い
考
え
て
み
て

く
だ
さ
い
。

ふ
る
さ
と
は
だ
れ
も
が
愛
す
る
心
の

よ
り
ど
こ
ろ
で
す
。
し
か
し
部
落
の
人

が
ふ
る
さ
と
を
名
の
る
こ
と
は
、
差
別

と
迫
害
に
せ
ま
ら
れ
る
厳
し
い
現
実
が

い
ま
な
お
あ
る
と
い
う
告
発
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
部
落
外
の
人
が
ふ
る
さ

と
を
自
慢
す
る
よ
う
に
、
部
落
の
人
た

ち
も
堂
々
と
ふ
る
さ
と
を
名
の
っ
て
自
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慢
を
し
た
い
が
、
自
慢
で
き
る
よ
っ
な

ふ
る
さ
と
の
実
態
で
も
な
く
、
名
の
れ

ば
差
別
さ
れ
る
現
実
の
重
さ
を
私
た
ち

は
厳
し
ゅ
く
に
受
け
と
め
、
少
し
で
も

そ
の
痛
さ
を
自
分
の
痛
さ
と
し
て
知
り
、

ど
う
し
た
ら
よ
い
か
を
考
え
る
必
要
が

「
同
　
和
　
問
　
題
」

同
和
対
策
審
議
会
答
申
は
政
府
に
対

し
て
次
の
よ
う
に
明
言
し
て
い
ま
す
。

「
…
・
同
和
問
題
は
人
類
普
遍
の
原
理
で

あ
る
人
間
の
自
由
と
平
等
に
関
す
る
問

題
で
あ
り
、
日
本
国
憲
法
に
よ
っ
て
保

障
さ
れ
た
基
本
的
人
権
に
か
か
わ
る
課

題
で
あ
る
…
…
。

い
わ
ゆ
る
同
和
問
堰
と
は
、
日
本
社

会
の
歴
史
的
発
展
の
過
程
に
お
い
て
形

成
さ
れ
た
身
分
階
層
構
造
に
基
づ
く
差

別
に
よ
り
、
日
本
国
民
の
一
部
の
集
団

が
経
済
的
、
社
会
的
　
文
化
的
に
低
位

の
状
態
に
お
か
れ
、
現
代
社
会
に
お
い

て
も
、
な
お
い
ち
じ
る
し
く
基
本
的
人

権
を
侵
害
さ
れ
、
と
く
に
近
代
社
会
の

あ
る
と
思
い
ま
す
。

ま
さ
に
部
落
差
別
は
人
間
が
幸
せ
に

生
き
る
権
利
を
奪
い
と
り
、
人
間
の
尊

厳
を
冒
滅
す
る
人
間
否
定
以
外
の
な
に

も
の
で
も
な
く
、
日
本
国
憲
法
の
否
定

で
も
あ
り
ま
す
。

と
は

原
理
と
し
て
何
人
に
も
保
障
さ
れ
て
い

る
市
民
的
権
利
と
自
由
を
完
全
に
保
障

さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
、
も
っ
と
も
深

刻
に
し
て
重
大
な
社
会
問
題
で
あ
る
。

…
…
そ
の
特
徴
は
…
…
伝
統
的
集
落
の

出
身
な
る
が
ゆ
え
に
陰
に
陽
に
身
分
的

差
別
の
あ
つ
か
い
を
う
け
て
い
る
。
…

…
…
し
か
る
に
世
間
の
一
部
の
人
々
は

同
和
問
題
は
過
去
の
問
題
で
あ
っ
て
、

今
日
の
民
主
化
、
近
代
化
が
進
ん
だ
わ

が
国
に
お
い
て
は
も
は
や
問
題
は
存
在

し
な
い
と
考
え
て
い
る
。

け
れ
ど
も
、
こ
の
間
題
の
存
在
は
∵
王

観
を
こ
え
た
客
観
的
事
実
に
基
づ
く
も

の
で
あ
る
。
…
…
」

部
落
差
別
を
の

明
治
4
年
に
身
分
差
別
を
撤
廃
す
る

解
放
令
が
で
て
か
ら
、
百
余
年
に
も
な

り
ま
す
。
そ
れ
な
の
に
部
落
差
別
が
い

ま
な
お
存
続
し
て
い
る
の
は
な
ぜ
で
し

ょ
う
。
こ
れ
は
た
だ
単
に
徳
川
時
代
の

の
こ
り
か
す
が
続
い
て
い
る
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
解
放
令
を
だ
し
た
明
治

以
後
の
政
府
が
、
積
極
的
に
部
落
差
別

を
な
く
そ
う
と
い
う
努
力
と
熱
意
が
な

か
っ
た
か
ら
で
す
。
解
放
令
が
形
式
的

こ
し
た
も
の

な
一
枚
の
鹿
に
書
か
れ
た
〝
コ
ト
バ
〟

だ
け
の
意
味
し
か
も
た
な
い
、
な
ん
の

裏
づ
け
の
む
い
も
の
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

そ
の
う
え
差
別
を
な
く
す
た
め
の
施
策

を
し
な
か
っ
た
ば
か
り
か
、
表
向
き
に

は
身
分
を
な
く
し
て
お
き
な
が
ら
実
質

で
は
明
治
5
年
の
わ
が
国
最
初
の
戸
籍

戟
敢
戸
籍
）
に
身
分
（
士
族
・
平
民
、

新
平
民
、
旧
エ
・
ク
な
ど
）
記
ｌ
放
し
て
お

り
ま
す
。
そ
し
て
受
倣
、
就
職
、
結
婚

な
ど
に
、
こ
の
戸
籍
を
自
由
に
閲
覧
さ

せ
て
い
た
制
度
が
昭
和
4
3
年
1
月
ま
で

続
け
ら
れ
た
り
、
明
治
1
3
年
の
司
法
省

発
行
の
全
国
民
事
慣
例
類
集
に
は
「
エ

タ
非
人
は
人
民
中
の
最
腰
族
に
し
て
殆

ん
ど
禽
獣
（
鳥
や
ケ
モ
ノ
）
に
近
さ
も

の
な
り
Ｐ
と
い
う
に
お
よ
ん
で
は
、
人

間
の
尊
厳
も
な
に
も
考
、
若
な
い
暴
論
暴

政
に
ふ
つ
ふ
つ
た
る
怒
り
が
も
え
た
ぎ

っ
て
く
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

ま
た
稚
新
後
の
大
名
や
武
士
に
は
手

厚
い
経
済
補
償
（
現
在
の
お
金
で
1
兆

2
千
億
円
）
が
な
さ
れ
た
の
に
対
し
、

富
国
強
兵
、
殖
産
興
業
を
す
す
め
る
だ

け
で
、
部
落
の
人
た
ち
に
は
教
育
も
職

「
寝
た
子
を

お
こ
す
な
し

よ
く
「
寝
た
子
を
お
こ
す
な
」
式
の

考
え
で
、
「
同
和
対
策
事
業
や
同
和
教
育

を
す
る
か
ら
、
か
え
っ
て
差
別
を
つ
く

る
Ｐ
　
「
そ
っ
と
し
て
お
け
ば
差
別
は
な

く
な
る
Ｐ
　
「
世
代
が
変
れ
ば
差
別
は
な

く
な
る
Ｐ
と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
す
。

だ
っ
た
ら
解
放
令
か
ら
百
年
余
り
経
過

し
2
～
3
代
は
変
っ
て
お
り
、
そ
の
う

ち
戦
後
の
3
0
年
間
は
民
主
教
育
が
な
さ

れ
！
そ
の
間
に
同
和
施
策
も
同
和
教
育

も
や
ら
な
か
っ
た
わ
け
で
す
か
ら
、
す

で
に
部
落
差
別
は
な
く
な
り
部
落
問
題

も
解
決
し
て
い
る
は
ず
な
の
に
、
存
続

し
て
い
る
こ
と
は
こ
う
し
た
意
見
の
誤

り
を
証
明
し
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
同
和
対
策
審
議

会
答
申
は
、
、
同
和
問
題
も
ま
た
、
す
べ

て
の
社
会
事
象
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に

人
間
社
会
の
歴
史
的
発
展
の
〓
正
の
段

階
に
お
い
て
発
生
し
、
成
長
し
、
消
滅

業
も
生
活
上
の
な
に
も
補
償
し
て
お
り

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
悲
惨
と
絶
望
的
な

差
別
実
態
が
明
治
以
後
も
つ
づ
き
、
貧

困
が
さ
ら
に
差
別
を
生
み
、
差
別
が
さ

ら
に
貧
困
を
生
む
と
い
う
悪
循
環
の
繰

り
返
え
Ｌ
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
、
今
日

ま
で
部
落
差
別
が
存
続
す
る
病
根
に
な

っ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
私
た
ち
の
社
会
意
識
の
中

に
あ
る
科
学
的
根
拠
の
な
い
昔
な
が
ら

の
迷
信
や
非
合
理
な
偏
見
、
家
柄
や
格

式
を
重
ん
じ
る
封
建
的
な
伝
統
、
習
慣

な
ど
も
部
落
問
題
を
存
続
さ
せ
た
土
壌

に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
否
定
で
き
ま
せ

ん
。

す
る
歴
史
的
現
象
に
は
か
な
ら
な
い
。

し
た
が
っ
て
い
か
な
る
時
代
が
こ
よ
う

と
、
ど
の
よ
う
に
社
会
が
変
化
し
よ
う

と
、
同
和
問
題
が
解
決
す
る
こ
と
は
永

久
に
あ
り
え
な
い
と
考
え
る
の
は
妥
当

で
な
い
。
ま
た
〝
寝
た
子
を
お
こ
す
を
〟

式
・
の
考
え
で
、
同
和
問
題
は
こ
の
ま
ま

放
置
し
て
お
け
ば
社
会
進
化
に
と
も
な

い
い
つ
と
は
な
く
解
消
す
る
と
主
張
す

る
こ
と
に
も
同
意
で
き
な
い
Ｐ
と
い
っ

て
い
ま
す
。
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自
分
の
こ
と
と
し
て
取
り
除
こ
う
差
別

離蕎開港帝解決

第ｌ回秋期講座・行政職員学習会

な
差
別
を
も
生
み
だ
す
こ
と
に
も
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

近
所
づ
き
あ
い
な
ど
の
交
際
や
結
婚

の
差
別
を
追
求
し
て
み
る
と
、
そ
の
原

因
の
多
く
は
被
差
別
部
落
の
人
た
ち
の

粗
暴
さ
、
態
度
、
服
装
、
教
育
程
度
、

貧
困
、
不
善
疋
な
職
業
な
ど
の
点
に
あ

る
こ
と
が
、
全
国
的
な
差
別
事
象
の
分

析
結
果
と
し
て
で
て
お
り
ま
す
。

本
町
の
同
和
問
題
学
習
会
で
も
「
部
落

間
塔
に
つ
い
て
は
よ
く
理
解
で
き
た
が

結
婚
は
…
・
・
…
・
…
」
と
い
う
本
音
が
で
る

原
因
も
低
い
生
活
水
準
な
ど
に
起
因
し

て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

同
対
審
答
申
も
「
心
理
的
差
別
と
生

活
な
ど
の
実
態
的
差
別
と
は
因
果
関
係

を
保
ち
相
互
に
作
用
し
あ
っ
て
差
別
を

助
長
し
て
い
る
Ｐ
と
明
言
し
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
社
会
意
識
の
中
に
あ
る
差
別
観

念
を
な
く
し
て
い
く
と
同
時
に
、
同
和

対
策
事
業
に
よ
る
生
活
水
堆
向
上
の
た

め
の
施
策
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
わ
け

部
　
落
問
題
の
本
質

前
ペ
ー
ジ
の
こ
と
か
ら
、
部
落
間
魅

を
解
決
す
る
に
は
同
和
施
策
や
同
和
教

育
を
横
板
的
に
す
す
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
が
、
そ
の
た
め
に
ど
う
し
た
ら

い
い
の
か
を
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。

一
つ
は
、
学
習
会
や
講
座
で
部
落
間

塔
に
対
す
る
正
し
い
認
識
と
理
解
を
深

め
て
、
差
別
や
偏
見
を
見
ぬ
く
力
を
養

い
、
部
落
差
別
の
重
さ
、
さ
び
し
さ
を

少
し
で
も
自
分
の
も
の
に
し
、
日
本
国

憲
法
で
保
障
し
て
い
る
ひ
と
り
ひ
と
り

の
基
本
的
人
権
を
尊
重
す
る
生
活
態
度

を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
、
大
切
だ
と
考

え
ま
す
。

し
か
し
部
落
差
別
は
「
部
落
に
対
し

て
特
別
の
意
識
は
な
い
」
と
か
「
差
別

し
た
こ
と
は
な
い
」
と
か
の
、
単
な
る

言
葉
や
し
ぐ
さ
な
ど
の
心
の
も
ち
方
だ

け
で
は
根
本
的
解
決
は
で
き
ま
せ
ん
。

勿
論
差
別
意
識
や
偏
見
を
も
た
な
い

こ
と
も
大
切
で
す
が
、
も
ヱ
つ
大
事

な
こ
と
は
被
差
別
部
落
の
人
た
ち
の
生

活
水
準
を
上
げ
る
こ
と
が
よ
り
必
要
で

す
。
差
別
の
た
め
に
近
代
的
な
安
定
し

た
産
業
に
就
職
で
き
な
い
、
不
安
定
な

仕
事
の
た
め
に
低
い
生
活
状
態
に
お
か

れ
、
そ
し
て
教
育
も
十
分
に
受
け
ら
れ

な
い
、
そ
の
た
め
に
ま
た
安
定
し
た
就

職
が
で
き
ず
貧
し
い
生
活
環
境
に
お
か

れ
る
と
い
う
悪
循
環
を
た
ち
き
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

こ
う
し
た
不
安
定
な
仕
事
、
不
十
分

な
教
育
、
貧
し
い
生
活
実
態
が
心
理
的

ふ
袖

同
対
審
答
申
は
、
「
す
な
わ
ち
、
近

代
社
会
に
お
け
る
部
落
差
別
と
は
、
ひ

と
く
ち
に
い
え
ば
、
市
民
的
権
利
、
自

由
の
侵
害
に
は
か
な
ら
な
い
。
市
民
的

権
利
、
自
由
と
は
、
職
業
選
択
の
自
由
、

教
育
の
機
会
均
等
を
保
障
さ
れ
る
権
利
、

居
住
お
よ
び
移
転
の
自
由
、
結
婚
の
自

由
な
ど
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
権
利
と
自

由
が
同
和
地
区
住
民
に
た
い
し
て
は
完

全
に
保
障
さ
れ
て
な
い
こ
と
が
差
別
な

の
で
あ
る
Ｐ
と
断
言
し
、
つ
づ
い
て
「
こ

れ
ら
の
市
民
的
権
利
の
自
由
の
う
ち
、

職
業
選
択
の
自
由
、
す
な
わ
ち
就
職
の

機
会
均
等
が
完
全
に
保
障
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
が
特
に
重
大
で
あ
る
。
な
ぜ
な

ら
、
歴
史
を
か
え
り
み
て
も
、
同
和
地

区
住
民
が
そ
の
時
代
に
お
け
る
主
要
産

業
の
生
産
過
程
か
ら
疎
外
さ
れ
、
職
業

と
さ
れ
る
雑
業
に
従
事
し
て
い
た
こ
と

が
社
会
的
地
位
の
上
昇
と
解
放
へ
の
道

を
阻
む
要
因
と
な
っ
た
も
の
で
あ
り
ご

の
こ
と
は
現
代
社
会
に
お
い
て
も
変
ら

な
い
か
ら
で
あ
る
Ｐ
と
云
っ
て
い
ま
す
。

布
告
さ
れ
た
と
き
、
「
百
姓
を
エ
タ
に
な

さ
れ
て
姐
仲
な
さ
れ
る
酢
離
村
に
候
や
Ｐ

と
い
う
解
放
令
反
対
の
農
民
一
撥
が
兵

庫
県
に
発
生
し
、
高
知
、
福
岡
、
島
根
、

香
川
、
広
島
と
広
が
っ
た
悲
し
い
事
実

が
あ
り
ま
す
。
あ
る
と
こ
ろ
で
は
被
差

別
部
落
を
お
そ
い
、
男
女
2
9
人
を
殺
傷

し
民
家
三
百
戸
余
り
を
こ
わ
し
た
惨
劇

が
起
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
は
明
治
新
政
府
に
な
っ
て
も
農

民
に
対
す
る
施
策
が
な
さ
れ
ず
、
貧
し

い
暮
ら
し
と
、
非
人
間
的
な
状
態
に
あ

え
ぎ
つ
づ
け
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
農
民

し
か
し
、
こ
う
し
た
施

策
に
対
し
て
「
被
差
別
部

落
だ
け
が
よ
く
な
る
」
「
優

遇
さ
れ
す
ぎ
」
「
甘
や
か
し

す
ぎ
」
な
ど
の
意
見
や
考

え
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

は
部
落
問
題
の
表
面
だ
け

を
み
て
、
前
述
し
て
き
た

よ
う
な
部
落
問
櫨
の
病
根

と
い
う
本
質
を
理
解
し
て

い
な
い
誤
っ
た
考
え
方
と

解
決
の
方
向
と
い
え
ま
す
。

明
治
4
年
の
解
放
令
が

の
不
平
不
満
が
、
支
配
権
力
の
方
へ
は

向
か
わ
ず
に
、
被
差
別
部
落
の
方
へ
向

け
ら
れ
た
、
見
当
ち
が
い
の
乱
暴
で
あ

り
逆
う
ら
み
で
、
弱
い
者
同
士
が
傷
つ

け
あ
っ
た
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
む

ご
い
話
で
す
。
そ
し
て
被
差
別
部
落
の

人
た
ち
が
大
き
な
犠
牲
を
払
わ
さ
れ
た

不
幸
な
歴
史
の
一
ペ
ー
ジ
で
す
。

同
和
施
策
優
遇
論
は
「
解
放
令
反
対

一
撥
」
と
共
通
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
現

代
版
と
い
っ
て
は
過
言
で
し
ょ
う
か
。
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日
本
国
憲
法

第
十
四
条
一
項

す
べ
て
国
民
は

法
の
下
に
平
等
で
あ
っ
て

人
種
、
信
条
、
性
別
、
社
会
的
身
分

又
は
門
地
に
よ
り

政
治
的
、
経
済
的
、
又
は

社
会
的
関
係
に
お
い
て

差
別
さ
れ
な
い
。

一
脚
．
み

自
由
と
平
等
に
関
す
る
問
題
で
あ
り
、
　
に
放
置
す
る
こ
と
は
断
じ
て
許
る
さ
れ
　
…
」
と
い
う
同
対
審
答
申
を
繰
り
返
え

日
本
国
憲
法
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
た
基
　
な
い
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
早
急
な
解
決
　
し
の
べ
て
、
今
回
の
学
習
に
い
た
し
ま

本
的
人
権
に
か
か
わ
る
課
堰
で
あ
る
。
　
こ
そ
国
の
責
務
で
あ
り
、
同
時
に
国
民
　
す
。

し
た
が
っ
て
審
議
会
は
こ
れ
を
未
解
決
　
的
課
題
で
あ
る
と
の
認
識
に
立
っ
て
…

±
一
ニ
〓
．
二
三
〓
≒
一
一
〓
一
≡
三
一
ｌ
一
二
ｉ
一
一
一
コ
〓
一
≡
≡
ｌ
一
三
〓
一
三
一
丁
芸
二
Ｔ
±
≡
〒
≡
≡
二
一
一
三
▲
一
三
〓
一
三
一
〓
≒
Ｈ
三
三
一
三
Ｔ
▲
一
1
．
三
三
一
一
重
≡
童
．
1
一
ｌ
≡
主
童
〒
≡
一
一
Ｔ
▲
≡
ニ
〓
≡
葺
≡
〓
一
一
三
Ｈ
一
三
一
Ｈ
一
≡
王
．
1
≡
〓
≡
一
芸
≡
一
ｌ
Ｈ
一
三
〒
主
三
董
≡
≡
〓
≡
≡

真
の
解
決
に
な
ら
な
い

部
　
落

「
部
落
分
散
論
」
と
い
っ
た
「
部
落

は
一
カ
所
に
か
た
ま
ら
ず
に
分
散
し
て

混
任
さ
せ
た
方
が
い
い
」
と
い
う
意
見

も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
よ
り
も
ま
ず
、

ど
こ
の
地
城
に
住
ん
で
も
差
別
さ
れ
な

い
、
差
別
し
な
い
、
差
別
が
な
い
社
会

関
係
を
つ
く
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
憲

法
で
保
障
さ
れ
た
基
本
的
人
権
の
確
立

が
な
さ
れ
な
い
ま
ま
の
、
形
だ
け
の
分

散
は
無
責
任
な
空
理
空
論
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
部
落
を
な
く
す
こ
と
で
な

分
　
散
　
論

く
、
部
落
差
別
を
な
く
す
こ
と
が
必
要

で
す
。

「
部
落
に
生
ま
れ
た
か
ら
差
別
さ
れ
る

の
で
は
な
く
そ
れ
は
結
果
で
あ
る
。
部

落
に
生
ま
れ
た
こ
と
を
も
っ
て
差
別
す

る
ト
キ
「
！
な
考
え
方
や
社
会
の
し
く
み
、

そ
う
し
た
差
別
を
生
み
だ
す
諸
関
係
を

な
く
す
斗
い
が
必
要
。
…
・
」
と
い
っ
た

あ
る
人
の
意
見
を
よ
く
か
み
し
め
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

「青年の船」に参加して
－中国広州市一

吉田車返　石塚みどり

る団員たす学兄を場エ

部
落
問
題
の
解
決
は

国
　
民
　
的
　
課
　
題

日
本
国
憲
法
を
生
き
生
き
し
た
も
の

に
し
て
真
の
民
主
主
義
を
実
現
し
て
い

く
た
め
に
は
、
そ
の
根
底
を
揺
る
が
す

奪
わ
れ
つ
づ
け
て
き
た
人
権
回
復
の
斗

い
で
あ
る
部
落
問
題
を
、
一
日
も
早
く

解
決
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
に
、
あ
な
た
も
私
も
全
町
民
、
全

国
比
が
何
を
ど
う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
か
を
日
常
生
活
の
中
で
自
覚
し
て
と

ら
え
、
部
落
問
題
解
決
の
た
め
の
生
活

実
践
を
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
し
て
こ
れ
が
社
会
同
和
教
育
の
ネ
ラ

イ
で
も
あ
り
社
会
教
育
の
課
題
で
も
あ

る
と
考
え
ま
す
。

ｈ
最
後
に
「
い
う
ま
で
も
な
く
同
和
問

題
は
人
類
普
遍
の
原
理
で
あ
る
人
間
の

一
月
十
日
か
ら
二
土
二
日
ま
で
県
民

の
皆
様
の
ご
援
助
を
い
た
だ
き
、
「
第

七
回
日
中
友
交
福
岡
県
青
年
の
船
」
に

参
加
し
、
大
変
貴
重
な
体
験
を
す
る
こ

と
が
で
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
回
の
訪
問
は
広
州
市
で
す
。

こ
こ
は
、
二
八
〇
〇
年
前
の
同
時
代
に

始
ま
る
歴
史
的
な
都
市
で
あ
り
、
人
口

四
九
〇
万
人
で
、
六
つ
の
県
か
ら
な
る

華
南
貴
大
の
省
都
で
す
。
解
放
後
農
業

を
通
じ
め
軽
工
業
、
垂
化
学
工
業
な
ど

盛
ん
で
、
毎
年
春
秋
二
回
、
輸
出
向
け

商
品
の
見
本
市
が
開
か
れ
、
世
界
各
国

の
商
社
が
訪
れ
る
そ
う
で
す
。

私
達
は
、
こ
こ
で
人
民
公
杜
、
工
場
、

病
院
、
幼
稚
園
を
見
学
し
ま
し
た
の
で

紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

人
民
公
社
と
は
中
国
政
策
の
特
徴
で

あ
り
、
日
本
の
農
協
の
集
合
体
と
考
え

れ
ば
い
い
で
し
ょ
う
。
私
達
が
訪
れ
た

新
華
人
民
公
社
は
六
十
四
の
高
級
合
作

杜
か
ら
で
き
て
い
て
、
農
作
物
は
も
ち

ろ
ん
、
小
規
模
工
場
、
炭
坑
、
小
・
中

高
等
学
校
、
衛
生
隊
（
病
院
）
、
衛
生

員
（
は
だ
し
の
医
者
）
　
が
整
備
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
そ
一
れ
に
農
機
具
か
ら
ダ
ム

建
設
ま
で
自
分
達
で
つ
く
る
の
に
は
驚

か
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
一
毛
沢
東
思

想
の
一
つ
　
「
自
力
更
生
」
「
独
立
自
主
」

の
精
神
に
そ
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

都
市
に
住
む
人
々
に
く
ら
べ
、
農
家
の

人
々
は
貧
し
く
お
も
わ
れ
ま
し
た
が
、

ど
の
顔
も
明
る
く
希
望
に
あ
ふ
れ
て
い

る
の
が
印
象
的
で
し
た
。

次
に
訪
れ
た
広
州
重
型
機
械
工
場
で

は
、
私
達
の
為
に
工
場
を
休
ん
で
大
歓

迎
し
て
く
れ
よ
し
た
。
こ
の
工
場
で
は

労
働
者
（
女
性
）
が
働
き
や
す
い
よ
う

に
託
児
所
を
設
け
た
幼
稚
園
、
各
学
校

病
院
が
完
備
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
．
日
本

で
は
働
き
た
く
て
も
施
設
が
な
い
こ
と

や
、
女
性
労
働
者
へ
の
賃
金
、
地
位
、

性
差
別
が
な
い
点
で
は
、
先
進
国
と
言

わ
れ
な
が
ら
も
、
ま
だ
多
く
の
こ
と
を

中
国
に
学
ぶ
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
し
た

貴
も
感
激
し
た
所
が
東
方
紅
幼
稚
園

で
し
た
。
私
た
ち
が
訪
問
し
た
と
き
は

六
歳
の
子
が
四
歳
の
子
に
人
形
劇
を
見

せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
し
た
。
中
国
で
は

幼
稚
園
か
ら
労
働
の
時
間
が
あ
り
、
歌

や
踊
り
に
し
て
も
毛
沢
東
思
想
を
い
れ

〝
労
働
の
大
切
さ
〟
を
教
育
す
る
そ
う

で
す
。
そ
れ
か
ら
、
こ
の
幼
椎
鼠
は
全

寮
制
で
す
。
日
本
で
は
こ
の
時
期
は
、

母
親
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
重
要
し
す
る

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
中
国
で

は
子
供
は
親
の
も
の
で
は
な
く
社
会
の

も
の
だ
と
考
え
る
か
ら
で
す
。

私
は
一
部
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
偉

大
な
中
国
を
学
び
、
一
日
も
早
く
中
国

と
の
友
交
条
約
を
結
ぶ
こ
と
を
感
じ
ま

し
た
。
そ
し
て
、
中
国
の
人
々
か
ら
学

ん
だ
〝
勤
労
の
精
神
〟
と
〝
他
人
を
思

う
心
〟
を
少
し
で
も
郷
土
の
た
め
に
役

立
て
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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民
生
・
児
童
委
員
の
変
更

…

…

…

古

　

賀

四
月
一
日
か
ら
古
賀
地
区
担
当
の
民

生
、
児
童
委
員
、
広
瀬
静
夫
氏
が
病
気

の
た
め
、
後
任
に
九
本
輝
男
氏
に
決
ま

り
ま
し
た
。
福
祉
関
係
、
青
少
年
の
心
．

配
ご
と
は
お
気
軽
に
各
地
区
の
民
生
・

児
童
委
員
の
と
こ
ろ
へ
。

小
児
マ
ヒ
予
防

生
ワ
ク
チ
ン
の
投
与

▼
対
象
児

①
1
回
目
の
服
用
、
生
後
3
か
月
～
1
8

か
月
の
乳
幼
児
で
ま
だ
一
度
も
服
用

し
て
い
な
い
子

②
2
回
目
の
服
用
　
生
後
3
か
月
～
1
8

か
月
で
1
回
服
用
し
て
い
る
子

▼
日
時
及
び
場
所

5
月
9
日
　
午
後
2
時
～
3
時

町
民
会
館
ホ
ー
ル

▼
そ
の
他

の
当
日
の
朝
、
必
ず
体
温
を
計
っ
て
来

て
く
だ
さ
い
。

②
母
子
手
帳
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ

し

③
問
診
票
を
役
場
衛
生
係
窓
口
で
発
行

し
ま
す
の
で
前
日
迄
に
と
り
に
来
て

く
だ
さ
い
。
（
捺
印
を
す
る
こ
と
）

▼
次
に
該
当
す
る
子
供
は
の
ん
で
は
い

け
ま
せ
ん
。

①
熱
の
あ
る
子

②
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
の
子
供

③
1
年
以
内
に
け
い
れ
ん
を
起
こ
し
た

こ
と
の
あ
る
子
供

④
現
在
下
痢
を
し
て
い
る
子
供

⑤
は
し
か
等
の
注
射
を
受
け
て
1
カ
月

以
上
経
過
し
て
な
い
子
供

⑥
慢
性
疾
患
や
栄
養
障
害
の
あ
る
子
供

二
級
建
築
士
試
験

▼
試
験
日

学
科

設
計
製
図

▼
試
験
場
　
福
岡
大
学
　
（
七
隈
学
舎
）

▼
受
付
期
間
　
5
月
1
2
日
～
1
9
日

▼
受
付
場
所
　
土
木
事
務
所
建
築
課

▼
申
込
用
紙
交
付

5
月
4
日
か
ら
土
木
事
務
所
建
築
課

技
能
検
定
受
検

▼
受
検
申
請
書
受
付
期
間

5

月

1

日

～

1

2

日

▼
受
検
資
格

2
級
は
実
務
経
験
5
年
以
上

1
級
は
実
務
経
験
1
4
年
以
上

▼
試
験
日

○
学
科
　
9
月
1
0
・
1
7
・
2
4
日
の
3
日

間

○
実
技
　
6
月
2
9
日
か
ら
9
月
3
0
日
ま

で
の
間
の
指
定
す
る
日

▼
検
定
職
種

鋳
造
　
機
械
加
工
　
金
属
プ
レ
ス
加

工
　
鉄
工
　
仕
上
げ
　
工
具
研
削
　
電

気
機
器
組
立
て
　
と
び
　
築
炉
　
床
仕

上
施
工
　
熱
絶
縁
施
工
　
木
工
機
械
調

整
　
印
刷
　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
形
　
ス

レ
ー
ト
施
工
　
化
学
分
析
　
広
告
美
術

仕
上
げ
　
木
型
製
作
　
ブ
ロ
ッ
ク
建
築

交
通
規
制
の
お
知
ら
せ

4
月
2
7
日
か
ら
水
巻
派
出
所
前
か
ら
頃
末
小
学
校
校
門

ま
で
（
約
5
0
ｍ
）
通
学
路
の
た
め
交
通
規
制
に
な
り
ま
す
。

▼
通
行
止
時
間

7
時
～
9
時
（
今
ま
で
ど
お
り
）

1
4
時
～
1
7
時
（
4
月
2
7
日
か
ら
）

タ
イ
ル
張
り
　
塗
装
　
造
園
　
板
金

婦
人
子
供
服
製
造
　
左
官
　
畳
製
作

木
工受

験
手
続
き
そ
の
他
詳
し
い
こ
と
は

福
岡
県
技
能
検
定
協
会
（
℡
0
9
2
・

2

9

1

・

0

6

4

7

）

ま

で

五
月
の
休
日

水
道
管
修
理
当
番

土
曜
（
午
後
か
ら
）
・
日
曜
・
祭
日

の
水
道
管
の
修
理
は
当
番
業
者
へ

5
月
3
日
　
入
江
設
備
（
℡
6
0
1
・

2
5
1
1
）

5
月
5
日
　
大
橋
商
会
（
℡
6
9
1
・

4
5
3
6
）

5
月
6
日
　
石
塚
鉄
工
所
（
℡
6
9
、
1
・

5
日
り
7
口
］

5

月

1

3

日

5

月

1

4

日

5

月

2

0

日

5

月

2

1

日

5

月

2

7

日

5

月

2

8

日
2
7
5
2
）河

野
工
務
店
（
℡
6
9
1
・

5
2
7
6
）

大
橋
商
会

石
塚
鉄
工
所

森
田
電
気
工
務
店
（
℡
6

9
1
・
0
2
7
4
）

大
橋
商
会

入
江
設
備

森
田
電
気
工
務
店

日
曜
在
宅
医
は
毎
回
1
0
日

号
に
掲
載
し
て
い
ま
す

一

丁

～

～

～

～

～

～

．

ワ

ー

～

5月のし尿汲取予定日

1日　頃未、猪熊

2日　頃未　唐の熊県住　猪熊

3日　鯉口　車返し　御輪地　猪熊

4日　垣漆　緑風園　片山

8日　中央区　吉田本村（1・2組）　古賀

机

9日　松栄荘団地　頃未（’18組）中央区

月夜待　商店街　川端通り　宮尾

10日　伊左座　立屋敷　美吉野団地　県

道筋　大橋通り　御輪地

11日　車返し東　美吉野団地　吉田本村

二　下二　二町住　下二町住

12日　机社宅　高松区　頃末（6・11・14区）

13日　新生街（山ノロ団地）　頃末（6・

11・14区）　宮ノ下社宅　古賀区

頃未（15・25区）

15日　吉田団地　古賀区　樋口

16日　吉田団地　古賀区　樋口

17日　吉田団地　鯉口区　樋口

18日　吉田団地　鯉口区　猪熊町住

19日　鯉口区　古賀県住　新生街

22日　みずほ団地　古賀　樋口

23日　みずほ団地　幼稚園通り

区

24日　幼稚園通り　梅ノ木区

為日　梅ノ木区

27日　猪熊

29日　猪熊

30日　猪熊

ーお　　　　礼一

香典返しとして次のかたから社会福祉協議会に

ご寄贈がありました。ご冥福をお祈りいたしま

すとともにあっくお礼申し上げます。

頃末伏原　故西山ミツエ殿　西山正盛殿

吉田団地　放林　留二郎殿　林ツルヨ殿

□
発
行
人
　
　
水
巻
町
長
　
伊
　
藤

水
　
巻
　
町
　
企
　
画
　
財
　
政
　
謙
一
電
　
話
　
6
0
1

印
　
刷
　
遠
　
賀
　
印
　
刷
　
株
　
式
　
会
　
社


